
《 2018年度 第2回TMG検査研究会を開催 》

6施設から7演題発表
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2月23日（土）、2018（平成30）年度 第2回TMG検査研究会が戸田市商工会館にて開催され、194名と多くの臨床検査技師が参加しま
した。今回、新たに埼玉県医学検査学会で発表をした演題を、改めて検査研究会で再度発表をしていただきました。そして、若手職員
が色々な場で発表をしているという事を改めて知ることにより、他の職員に良い刺激になったかと思います。医療安全検討会からは、
「指差し呼称」がミスを軽減することが出来る一つの回避方法であり、現場ですぐに活かせる行動だと感じさせられました。その後、各
施設の若手技師を中心に、6施設から7演題の発表を行い、若手技師の知識や技術・プレゼンテーション能力向上を学べる場となった
と思います。次回も素晴らしい演題が出ることを期待し、さらに今後の学会発表への知識向上・技能研鑽につなげて行ける場になるよ
う検討していきます。

所属施設名 発表演題名

新座病院 当院にて経験した不明熱から鑑別した成人Still 病の一症例

松井病院 当院におけるCRE発生と感染予防対策の取り組みについて

よこすか浦賀病院 検査科における５S 活動の取り組み

戸塚共立第1 病院 亜鉛測定試薬「アキュラスオートＺn」の基礎検討

牧野記念病院 高感度PSA 院内測定に向けての基礎的検討

研究所 細菌検査科 過去3 年の肺炎マイコプラズマ（LAMP 法）と鼻咽腔培養結果について

研究所 病理検査科 肺癌、大腸癌における当施設のバイオマーカー検査について

3月29日（金）、「安全な輸血療法にむけて検査技師として知っておくべき事」をテーマ
に研修会を開催し、16施設から24名の参加がありました。今回の研修会は血液センタ
ー学術課を講師に迎え、安全な輸血療法にむけて「輸血に関する最近の話題」で講義
をして頂き、知見を広めることが出来きました。また研修会前に「不規則抗体保有カー
ドの運用状況」に対するアンケートを各施設に行っており、その集計報告とともに、輸
血療法の指針に従い、グループ内施設でも積極的な運用にむけての意見交換を行い
ました。「不規則抗体保有カード」の運用に対する意識にはまだ施設間差があり、輸血
検査検討会としてもカードの必要性や運用方法の指導を継続し、運用にむけて推進し
ていきたいと思います。
各施設における輸血検査に関する疑問点や問題点についてディスカッションを行う事
もでき、研修会後のアンケートをもとに、実技を含めた更なる知識・技術向上の場を提
供していきます。

学会

《 輸血検査検討会 研修会を実施》

学術運営検討会

輸血検査検討会



《 2019年度 新入職員分科会開催！》

36名が入職 分科会に参加
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4月1日（月）、2019（平成31）年度 臨床検査部 新入職員分科会が戸田市商
工会館にて開催されました。分科会はTMG行動指針および個人情報保護・
医療安全の重要性について説明があり、その後は研修のねらいとしてチー
ムビルディングを行いました。新人の学びとして「コミュニケーションの大切さ
」、「共感すること」、「チームにおける自己のありかた」、「目的に沿って行動
して改善することの重要性」「同期との距離感が近くなった」などの感想が多
くありました。今後、それぞれの想いを抱き、社会人としてスタートを切る新人
に、若干ではあるが背中を押すことのできた研修会になったと感じました。

新入職員出身校一覧
（出身校は五十音順）

麻布大学

北里大学

杏林大学

倉敷芸術科学大学

群馬大学

埼玉医科大学

埼玉県立大学

大東文化大学

筑波大学

帝京大学

桐蔭横浜大学

東京工科大学

東京電子専門学校

東洋公衆衛生学院

新潟大学

新渡戸文化短期大学

文京学院大学

アイスブレイク 「笑顔であいさつ｣ アイスブレイク 「ストロータワー｣

グループワーク 「ペーパータワー｣ 会場の様子

分科会参加者

《 2年目研修を開催 》

3月9日(土）、TMG本部人事部の箕輪由紀子氏を講師として
お招きし、入職2年目研修を開催いたしました。“主体性を持
って仕事に取組む”ことを目的に実施されたこの日の研修
では、ねらいとするエクササイズの課題に苦戦するチーム
が続出。しかしながら制限時間の延長を告げられると、一人
ひとりが徐々にチームにおける関わりかたや言動の大切さ
を学び目標達成に立ち向かう姿勢もうかがえました。今回
の研修で得られた気づきを日常業務に活かし、様々な仕事
に“主体的に取り組み”、一人ひとりがスキルアップしていく
ことを期待しております。

臨床検査部 教育委員会

臨床検査部 教育委員会


